
Support

エッジはディスレクシア（読み書き困難）のすべての人が、活き活き
と暮らせる社会を目指しています。ディスレクシアの「正しい知識の
普及」と「支援」に関する情報を提供しています。

　xtraordinary=特別な
　yslexic=ディスレクシアの
　 i fte d=能力を授かった
　clectic=選び抜かれた

認定NPO法人 エッジ ホームページ：http://www.npo-edge.jpメールアドレス：edgewebinfo@npo-edge.jp
お問い合わせ・お申し込みは

活動の成果

郵便番号、住所、氏名、年齢をお書き添えの上、右記まで

2001年10月の発足以来長きにわたって、啓発・支援・ネットワークを柱に活動をしてきた。

法 律
発達障害者支援法　2004年制定、2016年改正
障害者差別解消法　2016 年 4 月より施行：合理的な配慮の提供などにつ
いて規定された

特別支援教育　2007年からの中でも特別支援教育支援員の制度（LSA)
合理的な配慮、大学入試における配慮、音声化した教科書の無償配布
就労支援、特別支援教室など

政 策

ネットワーク
国内外の団体と連携して、ユネスコのコンサルタンシーをするディスレクシアインター
ナショナルとともに世界ディスレクシアフェスティバルやアジア太平洋ディスレクシ
アフェスティバルの開催
日本各地に LSA講座を開催する団体とネットワークを組んでいる
JDDnet（日本発達障害ネットワーク）の発足メンバー

Edgeの活動をご支援ください

ディスレクシアの人たちが本来の力を発揮して暮らせる社会を一緒に作っていきましょ
う！エッジの活動を日本全国に広げるためには一人一人が伝道師、実践家となる必要があ
ります。趣旨に賛同される方々のご協力をお願いします。

●ボランティア          
　イベントなどの運営、BEAM（音声教科書）の作成スタッフ
●プロボノ・インターン
●企業、団体           
　開発協力、職場における配慮についての講習、相談に応じます
●ご寄付
●賛助会員（DXパートナーズ）
●協賛企業

Japan Dyslexia Society

知る

ネットワーク 支援活動

・広くディスレクシアのこと
　を理解してもらう。
 ・ ディスレクシア本人の声を通
　して広く理解を推進する。

活き活きと暮らせる
社会をつくる。

本来の力を十分に活かせ
るようにサポート。 
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Awareness

2017 年 9 月 14 日 、認定 NPO になりました。寄付をしてくださると寄付
控除の対象になります。NPO法人 エッジではその趣旨に賛同し応援して
くださる方を募集しています。
http://www.npo- edge.jp/about/donation/

認定NPOになりました！

Edgeとは？
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認定特定非営利活動法人
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EDGEの活動
ディスレクシアの全ての人が活き活きと暮らせる社会を目指して

ディスレクシアについ
て支援の仕方や当事者
の話を講義する講師を
派遣したり、定期的に
ディスレクシアセミ
ナーを開催し、ディス
レクシアの個性の磨き
方・輝かせ方を活かす

読み書きに困難があり、十分に本来の能力
を発揮できていない人たちへの支援の方
法、合理的な配慮、環境設定、数々の工夫、
対応の仕方などをコンサルティングします

国内外のディスレクシアに関する団体と協力
●2020年世界ディスレクシアフォーラム開催
●2016年アジア太平洋ディスレクシア
　フェスティバル&
　シンポジウム@横浜
●2017年アジア太平洋
　ディスレクシア
　フェスティバル&
　シンポジウム@東京
●2018年アジア太平洋
　ディスレクシア
　フェスティバル&
　シンポジウム
　@東京・バンコク（予定）

「読み書きの困難な子どもへの学習支援～英語～」発達障害を理解する、効果的な支援方法を
学ぶ、学校現場から学ぶ、当事者から学ぶ、
支援者としてのあり方をさぐる

LSA(学習支援員)
養成講座

講師派遣＆
Dxセミナー・イベント

ディスレクシアを含む LD、特に読み書き
の困難な児童生徒に無償で提供

文部科学省委託事業

BEAM
（音声教科書）

DX会：成人のディスレクシアに勇気と
生きがいを見つけてもらう
K&Tクラブ：小学校から18歳までの本人に
自分の得意と巡り合い、スタディスキルを
つけてもらう

Dx会、K&Tクラブ 相談 国内外ネットワーク

MOOC 教員向け
無料オンラインコース
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Report from the EDGE

成人ディスレクシアと ICレコーダー① 柴田 章弘　

第57回DX会報告

　メモやノートに書くことが苦手な成人ディスレクシアの人々には ICレコーダーは必需品です。そ
こで一番初めに躓くのはマニュアルを読んでも理解できず、機械を壊してしまうことです。便利なこ
とはわかっているのですが、機械が苦手だとつい使うのが億劫になります。ところが最近、ICレコー
ダーにも音声で操作できる音声認識機能が付くようになりました。これなら必要なときに機械に話し
かければ、複雑な設定も簡単に変更できるのでマニュアルを読まずに使えます。そろそろペンと紙に
頼って仕事をするだけではなく、ICレコーダーを使ってみたらどうでしょうか。今まで、読み書き
に煩わしい時間を送っていた成人ディスレクシアの人々を救ってくれます。

　12 月 20 日、第 57 回 DX 会は男 7 人、女 5 人
の参加で実施されました。練馬福祉園で日頃、障害
者の方の指導をしている村松さんの陶芸室におじゃ
ましました。まず、200g の粘土をそれぞれに配り
ます。参加者は真剣に、黙って、手を動かしていま
した。この集中力、さすがでした。土に触れると、
自然に手が動く感じでした。湯呑、置物、花瓶、小
物入れなどの作品ができあがりました。この後、作
品は二度焼いてから完成品になります。制限時間が
いっぱいになったので、参加者全員で記念撮影をし
ました。参加者の意見から次の例会の内容を決める
ようになりました。

　成人ディスレクシアに関する記事が2本昨年11月 25
日発行の「LD研究」に掲載されました。
1） 学齢期に読み書き困難さのエピソードがある成人8
例の読み書きの流暢性及び認知特性ー後方視的研
究ー河野俊寛（LD研究）

　河野先生はエッジを通してお願いした成人ディスレク
シアの青年たちの検査を基に研究をされ、まとめてくだ
さりました。今回研究協力をした8名全員が学齢期には
治療教育を受けていないことと自立した社会生活を送っ
ていることなどの課題はありますが、日本初の複数例を
同じ尺度で研究したものです。

　第 58 回 DX 会は 2015 年 2 月 7 日、ヒューマ
ンぷらざで、発達障害の映画「テンプルグランディ
ン～自閉症とともに」の上映会を実施しました。

2）日英のディスレクシアの就労　藤堂栄子（LD研究）
　成人ディスレクシアの人々の就労状況を日英で比較し、
良好に進んでいる例をあげ、考察しています。日英とも、
就労継続の秘訣のヒントとなります。
3）「ディスレクシアを知っていますか？」（聖教新聞）
　読み書きが苦手なのは、不便だけれど不幸じゃない。
周囲の理解と配慮があれば能力を存分に発揮できます。
　聖教新聞の記者さんがディスレクシアセミナーに参加
してくださいました。その後、1月 25日付の聖教新聞
の「ライフスタイル」のページにディスレクシアのこと、
代表藤堂栄子のインタビュー、エッジについての記事が
掲載されました。

音声機能が付いた
オリンパスDS-902
オリンパスイメージング
株式会社

▶ディスレクシアが紹介されました
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ディスレクシア協会 名古屋代表　吉田優英
養成講座修了生の名古屋市での採用について

　エッジのエンパワメントを受けて、名古屋で「特別支援教育支援員養成講座」を主催しています。
市教委が募集する「発達障害対応支援員」に応募をする際、申請書類が 4 枚あり、履歴書の他に発
達障害に関する講座等の受講履歴やボランティア履歴等を記入する項目があります。これが第一次
審査の書類となり、二次試験は筆記試験、三次試験は口頭試験が行われます。有能な支援員を採用
したいという試みが伝わってきます。当講座修了生で希望者には、ボランティアで 1 年間、市内の
2 つの小学校で研修を受けられるようにしています。その後、採用されて学校現場で実際に仕事をさ
れている支援員の評判が非常に良いことは言うまでもありません。嬉しい限りです。皆様に感謝です。

　クラスの中の人間関係づくり、これはもちろん教師の大きな仕事
ですが、ごく身近な友だちとの関係が、学習支援員のちょっとした
アドバイスで変わってくることもあります。本人の視野の中に、「他
者」という視点を加えてやる。「Aちゃんにも聞いてみようか。」とか、
「Bちゃんに手伝ってもらってよかったね。」「Cちゃんが、すごいっ
て褒めていたよ。」等々。逆に周囲の子どもたちを巻き込んでいく。
「一緒にやってみようよ。」とか、「君がこうしてくれたから、Aちゃ
んがとっても喜んでいたよ。」等々。
　また対象児童への工夫を、周囲の子どもたちにもさりげなく広め
てあげることも、「特別扱いされている。」という思いを払拭するの
に役立つことがあります。このあたりは、担任の先生とも相談して、
生かせることは、クラス全体に取り入れられるといいですね。

音声教材BEAM
現在使用可能な教科書は、以下の通りです。

▼小学校 国語 / 光村図書
 社会 /東京書籍、教育出版

▼中学校 国語/光村図書
 地理/東京書籍
 歴史/東京書籍、帝国書院
 公民/東京書籍

▼高　校 生物基礎/東京書籍　（後半）

▼その他 日本国憲法

▶各地の LSA 活動（名古屋）　第2回／全3回

▶LSA 実践の工夫

学習支援員の

ちょこっと
工夫❸
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2015.2.25
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ディスレクシアを活かす　　　　　～個性の磨き方・輝かせ方～　ディスレクシア（読み書きの困難）があっても、
自らの個性を活かし、キラキラと輝いている人はいっ
ぱいいます。エッジでは多くのディスレクシアの人
たちがいきいきと、個人本来の良さを発揮できるよ
う、様々な活動を行ってきました。「不便ではあって
も不幸ではない」。理解と配慮でいくらでも達成でき
ることを実感していただくためのセミナーを開始し
ました。
　このイベントでは、10年以上ディスレクシアに向
き合い続けた知見を踏まえ、最新のディスレクシア
事情と一人一人の個性を活かす方法について、事例
を交えてお話しします。　保護者、支援者、興味・関心があるなど参加の動
機は様々ですが、参加者の 90％以上が大満足と満足
とお答え下さっています。「子どもへの接し方が変

わって子どもの意欲が出てきた」「将来の希望が見え
てきた」「もっと知りたい」「子どもの気持ちが少し
理解できた」「具体的でわかりやすい」という声をい
ただいています。
　セミナーをきっかけとして志をともにできる仲間
と出会えることも大いに楽しみです。　傍目からではよく理解されないディスレクシアの
啓発のために周りの方たちにも是非お勧めください。
月一回のペースで開催しています。　▶ http://www.npo-edge.jp/　　・お申込みフォーム：http://bit.ly/1rvsale

1月

8日～9日 山梨講演
10日 星槎名古屋中学校18日 LSA講座＠港区21日 ディスレクシアセミナー23日～24日 北海道京極町講演25日 LSA講座補講2月 4日 港区民生員講習7日 星槎名古屋中学校

活　動  （2015 年）

2月
11日 ディスレクシアセミナー15日 LSA講座（修了式）21日 星槎名古屋中学校22日 エッジ総会

3月
13日 港区保護者向け講演会19日～20日  LSA講座リーダー研修
27日 ディスレクシアセミナー／K＆Tクラブワークショップ

情報発信

アジア太平洋の
ディスレクシア

がつながります

Asia Pacific
 Network o

f Dyslexics

主　催 : ＡＰＤ
ＦeS実行委員

会（委員長：藤
堂栄子、副委員

長：加藤醇子、
柘植雅義）

Organizer : 
APDFeS Exe

cutive Com
mittee (Cha

ir Eiko TOD
O, Co-chair

 Dr. Junko K
ATO, Dr. M

asayoshi Ts
uge)

共　催 ： 日本
ディスレクシア

協会、ＮＰＯ法
人エッジ

Co-organize
rs : Japan D

yslexia Asso
ciation, NPO

 EDGE (Jap
an Dyslexia

 Society)

協　賛 ： 一般
社団法人日本Ｌ

Ｄ学会

Sponsor : Ja
pan Academ

y of Learnin
g Disabilitie

s

後　援 ： 国際
交流基金（アジ

アセンター）、厚
生労働省（申請

中）、文部科学
省（申請中）、神

奈川県教委、横
浜市教委、川崎

市教委、相模原
市教委、JDD

net

Suponsors :
 Japan Foun

dation, MHL
W, MEXT, L

EA Kanagaw
a Prefecture

, Yokohama
 City, Kawas

aki City, Sag
amihara Cit

y, JDDnet

協　力 ： 江夏
画廊（株）

Cooperatio
n : Gallery E

natsu

連絡先 ： 事務
局 大庭亜紀、

丹野節子

Contact : Se
cretariat Ak

i OBA, Sets
uko TANNO

　　apdf201
6@gmail.co

m　ＨＰ…htt
p://www.np

o-edge.jp/e
ducate/apd

f/

シンポジウム
Symposium

アジア太平洋
地域の

ディスレクシアの教
育について

Education of d
yslexics

 in Asia Pac
ific

共通語としての
英語の指導

Teaching En
glish

 as ESL/EFL

ダンス
Dance

音楽
Music

トーク
Talk

理想の学校

Ideal Schoo
l

フェスティバル
Festival

パフォーマンス
Performanc

es

映画
Cinema

作品展
Exhibition

ＡＴ／ＩＣＴ機器
展示

AT／ICT exhib
ition

ワークショップ

Workshops

写真
Photoes

家具
Furniture

建築物

Architectur
e

アジア太平洋デ
ィスレクシア・

フェスティバル
＆シンポジウム

2016
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stival & Sym
posium 201
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 日  時　2016
年6月11日（土

）、12日（日）

 Date　11th
 & 12th Jun

e, 2016

 場 　所　 横
浜 神奈川県民

ホール 小ホー
ル・ギャラリー

及び ワークピ
ア　

 Venue　  Yo
kohama, Ja

pan Kenmin
 Hall, Workp

ia, gallery

 参加対象　 アジ
ア太平洋地域

の教育やＬＤに
興味のある方だ

ったらどなたで
も

 言 　 語　 日
本語・英語

  Language　 Ja
panese/Eng

lish (Ｉｎｔｅｒｐｒ
ｅｔａｔｉｏｎ)

～ダイバーシテ
ィー&アイデン

ティティー 理想
の学校～

～Diversity
 & Identity 

An Ideal Sc
hool ～

啓 発
Awareness

支 援
Support

英語の読み書き困難への支援実践ガイド

認定特定非営利活動法人エッジ

ーロンドン大学講座テキストー


